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今月の主な内容

■平成 6年 度予算特集

■直撃インタビュー
“
しべつ

"つ
てどんなまち?1

[ : 3曾 螢行

日離 康相談 ・検診帥 よ 榔

∃

3月 23日 、標津幼稚園で行われた卒園

式 (写真)。

4月 からいよいよ1年生。ピカピカのラ

ンドセルは少し重いかな? 春 の国差しを

いつぱいに浴びて、勉強に遊びにと思う存

分やつてちようだい !

ネ 鞘 雛鞘踵 葉 4月 号 陀骸 側 柵 棚



あ る まちづ く りに

平
成
六
年
第

一
回
定
例
町
議
会
が
三
月
十
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
八

国
間
の
会
期
で
開
か
れ
、

平
成
六
年
度
予
算
案
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し

た
。予

算
の
総
額
は
九
十
億
三
千
八
百
三
万
円
と
決
ま
り
ま
し
た
。

そ
の

概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

土
地
の
保
全
、

保
水
能
力
の
向
上
、

サ
ケ
マ
ス
増
殖
河

川
の
汚
濁
に
よ
る
水
質
の
悪
化
等
防
止
、

牧
草
地
の
防
風
効
果
に
よ

っ
て
生
産
向

上
に
役
立

つ
こ
と
な
ど
を
ね
ら
い
に
、

本
年
度
か
ら
五
カ
年
計
画
で
全
体
面
積

五
八

・
六

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
民
間
土
地
所

有
者
と
の
分
収
契
約
に
よ
り
森
林
を
整

備
す
る
も
の
で
す
。

水
産
振
興
と
し
て
は
、

新
規
に
ホ
タ

テ
中
間
育
成
施
設
整
備
な
ど
の
た
め
、

ホ
タ
テ
資
源
増
殖
安
定
対
策
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

商
工

（中
小
企
業
）
業
者
対
策
と
し

て
、

基
幹
産
業
の
不
振
に
加
え
職
買
力

流
出
の
影
響
が
深
刻
な
商
店
街
活
性
化

の
た
め
、

町
の
中
小
企
業
融
資
制
度

（
マ

ル
標
資
金
）
に
利
子
補
給
制
度

（借
入

五
百
万
円
を
限
度
に
補
給
利
子
は
、

公

庫
資
金
と

マ
ル
標
資
金
の
金
利
差
分

一

％
）
を
新
設
し
ま
す
。

地
域
振
興
で
は
、

主
要
施
政
課
題
で

あ
る

「
ス
ト
ー
リ
ー
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
事
業
」
推
進
の
た
め
、

昨
年
発
足
し

た

「晨

（あ
し
た
）
を
創
る
町
民
会
議
」

の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
先
進
地
事
例
調
査

を
行
い
、

ま
た
、
こ
の
ハ
ー
ド
事
業
の

一
環
と
し
て
、

「若
単
団
地
緑
化
植
栽
事

業
」
、

「農
村
地
域
農
場
標
示
板
設
置
事

業
」
を
実
施
し
ま
す
。

教
育
関
係

で
は
、

学
校
給
食

セ
ン

タ
ー
が
四
月
か
ら
開
設
、

標
津
中
学
校

の
大
規
模
改
造
、

ま
た
、

外
国
人
語
学

指
導
助
手
の
指
導
期
間
を
こ
れ
ま
で
の

一
カ
月
間
か
ら
、

初
め
て
通
年
と
し
ま

し
た
。

以
上
、

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
し
た

が
、

新
年
度
予
算
は
、

間
近
と
な

っ
て

き
た
二
十

一
世
紀
に
向
け
て
標
津
町
が

「萌
え
る
海
と
大
地
・さ
わ
や
か
交
流
郷
」

の
実
現
に
向
け
て
、

ま
た
住
民
生
活
に

根
ざ
し
た
施
策
の
実
現
を
は
か
る
た
め
、

可
能
な
限
り
の
予
算
編
成
を
行
い
ま
し

た
。

こ
と
し
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な

る
平
成
六
年
度
の
当
初
予
算
は
、　

一
般

会
計
六
十
三
億
九
千
三
百
万
円
、

国
民

健
康
保
険

・
下
水
道

・
病
院
な
ど
八

つ

の
特
別
会
計
で
二
十
六
億
四
千
五
百
三

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

前
笠
皮
当
初
比
で
は

一
般
会
計
三
と
一

％
減
、

特
別
会
計
十
九

・
九
％
減
と

マ

イ
ナ
ス
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

標
津
病
院
や
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
施
設
建
設
の
完
成
に
よ
る
建
設
費
の

減
額
が
大
き
な
も
の
と
な

っ
て
お
り
、

内
容
的
に
は
公
予
算
と
し
て
地
域
の
景

気
動
向
に
配
慮
し
、

単
独
事
業
費
を
平

年
並
み
に
確
保
す
る
な
ど
積
極
型
の
予

算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

二
十

一
世
紀

へ
向
け
た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事
業
が
着
実
に
進
む
な
か
、

「健
康
と

福
祉
の
村
」
の
中
核
施
設
で
あ
る
標
津

病
院
が
完
成

（四
月

一
日
開
業
）
、

昨
年

開
設
し
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
標
津

は
ま
な
す
苑
と
併
せ
て
オ
ー
プ
ン
。

さ
ら
に
本
年
度
は
福
祉
の
村
関
連
施

設
で
あ
る

「
（仮
称
）
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
」
建
設
に
向
け
て
、

実
施
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

新
規
施
策
事
業
の

一
つ
と
し
て
、

公

的
分
収
林
整
備
を
実
施
。
こ
れ
は
植
林

(支
出金

5億 6,242万 8千 円

29億 7,754万 4千 円

一般会計
予算総額

3億 2,487万 2千 円

4億 3,992万 3千 円

6億 2,381万 9千 円

6億 6,280万 円

゛が

地方譲与税 ・利子書」交付金

特別地方消費税交付金

自動車取得税交付金

交通安全対策特別交付金

使用料及び手数料

財産収入 ・寄付金 ・繰越金

繰入金 ・諸収入
8億 161万 4千 円



新築され本年4月 1日 オープンした標津病院

平 成 6 年 度 標 津 町 各 会 計 予 算 (単位 :千円)

●●

衛生費     1億 6,536万 1千円

商工費      2億 639万 6千 円

消防費     2億 2,134万 5千 円

総務費     2億 5,338万 3千 円

4億 2163万 7千 円

6億 9,143万 4千 円

10億 3,917万 円

10億 9,428万 7千 円

13億 7,988万 7千 円

8億 1.889万 5千 円

昨年4月 オープンした特別養護老人ホームはまなす苑

i l IX N 1 / 成6 イト度 平 成 5 年 度 比   較
比  率

計 6.393.000 6,612,000 △  219,000 △   33

寺 計 1.788.640 1,922,414 △  133,774 △   70

険
計

抑
い
〈
Ａ

棟
め

健
助

民
米 503.672 488,737 14,935

を 人 保 l a l 会計 378,181 301,613 76,568

胸 易 水 道 会 お| 1971777 237,265 △ 39,488 △   16.6

ド / k 道会 計 483,705 689,126 △    205,421 △   29,8

稔
|ほ〕単ぜr鮮 20,327 24,933 △ 4,606 Z  ヽ  18.5

サーモンパーク会計 203,166 178,855 24,311

1 1 地取 得 会 占| 1,812 1,885 △ △   3.9

院  会  計 856390 1,378,303 △   521,913 △  379

収 イ格 的  収  支 707,480 554,451 153,029 27.6

資 本  的  収  支 148,910 823,852 △    674,942 △  81.9

計 9,0381030 919121717 △   874,687 △  88

8億 1,889万 5千 円①

①の内、公営住宅使用料、廃棄物手数料収入などが

返済財源となるもの一-1億 5,231万3千円 ○

学校や給食センター建設など義務教育施設債や災

害復旧のために借入れした災害復旧事業債などの返

済のために、国から地方交付税で交付されるもの一

2億 2,268万8千円 ⑥

よって、①の額の内、45.8%の 3億 7,500万1千円

(o十⑥)が 財源として補てんされます。



▽
晰
大
家
畜
経
営
活
性
化
資
金
利
子
補

給
事
業
補
助
金
　
１
、
１
１
２
千
円

▽
鮒
地
域
農
政
推
進
対
策

（農
政
の
将

来
の
あ
り
方
を
調
査
、

研
究
）

５
０
０
千
円

▽
継
酪
肉
経
営
振
興
対
策
基
金
積
立

（酪
肉
複
合
経
営
推
進
の
基
金
）

２
５
、
０
０
０
千
円

▽
継
酪
農

ヘ
ル
パ
ー
育
成
促
進
助
成

（４
人
体
制
）
　

　

４
、
８
６
５
千
円

▽
継
公
社
営
畜
産
基
地
建
設

（草
地
・畜

舎
整
備
）
　

１
５
７
、
０
３
４
千
円

▽
継
公
社
営
畜
産
環
境
整
備
対
策

（合

併
浄
化
槽

・
環
境
整
備
）

４
７
、
２
６
６
千
円

▽
晰
公
的
分
収
林
整
備

（牧
草
地
周
辺

に
防
風
林
造
成
・
全
体
５８
・
６
ｈａ
、
６

年
度
１２
ｈａ
造
成
）

▽
術
森
林
整
備
担
い
手
対
策

（森
林
作

業
者
の
奨
励
金
掛
金
助
成
）

３
８
０
千
円

▽
飯
ホ
タ
テ
資
源
増
殖
安
定
対
策

（ホ

タ
テ
中
間
育
成
施
設
整
備
に
対
す
る

支
援
）
　

　

１
２
８
、
０
０
０
千
円

▽
筋
水
産
物
消
流
対
策

（サ
ケ
、

ホ
タ

テ
消
流
Ｐ
Ｒ
）
　

１
、
０
０
０
千
円

▽
継
水
産
資
源
増
大
対
策

（
エ
ゾ
バ
カ

貝
稚
貝
放
流
３
５
０
千
粒
、

ウ
エ
種

苗
放
流
５
０
０
千
粒６

、
６
９
９
千
円

▽
饂
沿
岸
漁
業
資
源
調
査
振
興

（資
源

調
査

・
補
助
）
　

４
、
５
０
０
千
円

▽
継
水
産
物
流
通
加
工
活
性
化
総
合
整

備

（漁
協
乾
燥
施
設
１
、
３
４
２
ポ
）

１
３
１
、
４
１
６
千
円

▽
新
ふ
れ
あ
い
加
エ
セ
ン
タ
ー
試
験
機

〈バ
キ

ュ
ー
ム
シ
ー
マ
〉
購
入

（缶
詰

製
造
機
）
　
　
　
５
、
０
０
４
千
円

表
ゆ
護
ぎ

▽
新
ス
ト
ー
リ
ー
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

推
進
費

（晨
を
創
る
町
民
会
議
先
進

事
例
研
究
調
査
）
　

　

７
０
７
千
円

▽
新
若
草
団
地
緑
化
植
栽

（
ア
カ
エ
ゾ

２
０
０
本
）
　

　

１
、
９
８
８
千
円

場
、

芝
生
広
場
、

桜
づ

つ
み
植
栽
）

１
２
０
、
０
０
０
千
円

▽
船
公
営
住
宅
建
設

（緑
団
地
１
棟
９

戸
２
階
建
）
１
５
２
、
８
３
０
千
円

▽
継
健
康
と
福
祉
の
村
整
備

・
病
院
周
辺
環
境
整
備

（植
栽
、

舗
装
）

６
９
、
４
０
０
千
円

。
は
ま
な
す
苑
周
辺
整
備

（道
路
等
舗

装
）
　

　

　

２
３
、
６
０
０
千
円

。

（仮
称
）
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設

調
査
　
　
　
　
　
　
　
２
３
９
千
円

▽
筋
寝
た
き
り
老
人
等
介
護
手
当
支
給

（６
カ
月
以
上
の
寝
た
き
り
老
人
等
の

介
護
者
に
月
額
３
、
５
０
０
円
を
支

給
）
　

　

　

　

　

　

２
１
０
千
円

▽
継
母
子
通
園
セ
ン
タ
ー

「
く
れ
よ
ん

ハ
ウ
ス
」
開
設

（障
害
を
有
す
る
幼

児
療
育

・
指
導
者
２
人
）

６
、
２
３
３
千
円

か

つ

誇

れ

▽
衛
標
津
中
学
校
大
規
模
改
造

（基
礎
、

外
壁
、

屋
上
防
水
、
ト
イ
レ
ほ
か
）

１
６
５
、
２
４
３
千
円

▽
晰
川
北
小
学
校
大
規
模
改
造

（実
施

設
計
）
　
　
　
　
６
、
８
２
９
千
円

▽
縦
図
書
館
活
動
振
興
　
（図
書
４
、

１
０
０
冊
等
）
　

７
、
２
７
５
千
円

▽
筋
外
国
人
語
学
指
導
助
手
招
致

（外

国人（問〉通年）５、４６５千円
▽
術
札
幌
交
響
楽
団
演
奏
会

（９
月
１７

日
予
定
）
　
　
　
　
　
７
１
９
千
円

▽
鮒
史
跡
標
津
遺
跡
群
保
存
修
理

（小

型
遊
歩
道
３
６
３

・
６

ｍ
・
木
道

１
６
７
・
４

ｍ
）
２
６
、
６
９
３
千
円

▽
継
標
津
分
と
ん
地
周
辺
屋
外
運
動
場

整
備

（
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

ハ
ウ
ス
建

設

・
木
造
１
棟

・
２
４
４

・
２
ポ
）

５
６
、
５
５
３
千
円

▽
継
小

・
中
学
校
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル

及
び
中
体
連
全
道
大
会
ほ
か
出
場
経

費
助
成
　
　
　
　
２
、
５
０
０
千
円

よ

れ

懃

ペ

▽
継
中
学
生
海
外
研
修

（カ
ナ
ダ
）

２
、
３
２
８
千
円

▽
継
ま
ち
づ
く
り
研
修
交
流

。
ま
ち
づ

く
り
振
興
補
助
　
３
、
６
０
０
千
円

懃

欝

読

ほ

▽
新
集
落
環
境
整
備

・
茶
志
骨

コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
ー
施
設
建
設

（木
造

一
部
鉄
骨

，
３
６
２

・
９
ポ
）

９
４
、
４
５
６
千
円

・
川
北
地
域
交
流
広
場

（用
地

・
ア
ク
セ

ス
道
路
整
備
）
４
６
、
０
０
０
千
円

▽
新
川
北
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
周
辺
整

備

（駐
車
場
舗
装

・
植
栽
）

１
３
、
２
０
０
千
円

▽
新
北
方
四
島
ビ
ザ
な
し
交
流

（北
隣

協
主
催
）
　
　
　
２
、
３
３
９
千
円

▽
継
中
小
企
業
融
資
貸
付

（限
度
額
―

運
転
・設
備
資
金
各
１
、
０
０
０
万
円

保
償
料
全
額
助
成

。
公
庫
資
金
と

マ

ル
標
資
金
の
金
利
差
分
１

・
０
％
を

利
子
補
給
新
　
２
９
、
５
４
８
千
円

▽
饂
町
生
活
資
金
貸
付

（限
度
額
１５
万

円
↓
５０
万
円
に
、

年
利
４

・
０
％
を

超
え
る
分
の
利
子
補
給
）

３
（
３
３
５
千
円

▽
縦
サ
ー
モ
ウ
科
学
館
運
営
費

（特
色

あ
る
運
営
）
２
０
３
、
１
１
６
千
円

ｒｔ

▽
継
標
津
漁
港
海
岸
環
境
整
備

〈標
津

マ
リ
ン
プ
ラ
ザ

（事
業
促
進
》

（事

業
主
体

・
道

、
道

予

定
事
業
費

１
０
５
、

０
０

０
千

円

・
離
岸
堤

３
０

ｍ
）
　
　
　
　
　
　
５
１
１
千
円

▽
縦
標
津
川
河
川
環
境
整
備

〈標
津
桜

づ

つ
み
モ
デ
ル
〉
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
広

平成6年度

主な事業



大手総合
化学メーカT

本
町
に
新
工
場
建
設

へ

発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
箱
を
製
造

鐘
淵
化
学
工
業
は
、

す
で
に
昭
和
五

十
四
年
に
本
町
に
進
出
し
、

配
送
基
地

を
設
け
て
、

本
町
近
隣
の
水
産
物
な
ど

を
包
装
輸
送
す
る
容
器
と
し
て
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
製
の
箱
の
販
売
業
務
に
当
た

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、

製

品
は
現
在
、

恵
庭

市

の
工
場

で
製

造
し
輸
送
し

て

い
る
た
め
、

輸
送

コ
ス
ト

の
低
減

と
生
産
性

の
向

上
、

根
室
、

釧

路
、

網
走
方
面
ヘ

の
販
売
拡
張

の

た
め
、

本
町
を
道
東
地
方
の
拠
点
と
し

て
新
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

新
工
場
建
設
は
、

本
町
が
同
社

本
社

へ
要
請
し
て
お
り
、

今
年

一
月
に

正
式
に
同
社
か
ら
本
町

へ
の
工
場
建
設

の
意
向
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
に
と

っ
て
の
企
業
進
出
は
昭
和

Ｉ
十
九
年
に
進
出
し
た

「五
冷
フ
ー
ズ
」

以
来
。

同
社
の
系
列
会
社
と
し
て
の
現
地
法

人
は
、

三
月
十
日
に

「標
津
化
成
」
（宮

田
勇
代
表
取
締
役
社
長
、

資
本
金
三
千

万
円
）
と
し
て
設
立
さ
れ
、

四
月
か
ら

会
社
を
運
営
し
、

工
場
は
現
在
の
配
送

基
地
の
あ
る
桜
木
町
の
国
道
２
７
２
号

線
沿
い

（太
平

洋
Ｙ

３ヽ

ン
側

の
向
い
側
）
の

社
有
地

に
今
年

十
月
の
操
業
を

目
指
し
て
建
設

さ
れ
る
予
定
で

す
。工

場

の
規
模

は
鉄
骨
造
り
平

屋
建

て
千
三
百

平
方
メ
ー
ト
ル
。

社
員
は
当
初
十
人
体

制
で
、　

一
人
を
除
く
九
人
は
地
元
採
用

と
な
り
ま
す
。

本
町
の
基
幹
産
業
の
水
産
、

酷
農
業

が
厳
し
い
時
代
に
入

っ
て
い
る
だ
け
に
、

同
社
の
系
列
会
社
設
立
を
歓
迎
し
て
お

り
、

小
田
桐
町
長
も

「地
域
産
業
経
済

企
般
に
わ
た

っ
て
活
力
あ
る
発
展
と
振

興
が
期
待
さ
れ
る
」
と
大
き
な
期
待
を

寄
せ
て
い
ま
す
。

Bg。 館鬱

現在の鐘淵工業出張所。この隣接地に新工場が建設
される予定

昭和59年以来の
企業進出

10月 稼働

最新機器を導入

千 食 対 応 ! !

～新学期から使用開始～
▲完成した学校給食センター

| ■‐■‐i 珊| ‐| や|       ‐

学
校
給
食
未
実
施
校
の
父
母
ら
か
ら

要
望
が
あ
り
、

懸
案
と
な

っ
て
い
た
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
よ

っ
て
学
校

で
は
現
在
、

給
食
を
実
施
し
て
い
る
標

津
小
の
ほ
か
、

未
実
施
の
川
北
小
、

川

北
中
、

標
津
中
、

幼
稚
園
で
は
標
津
、

川

北
で
も
新
学
期
か
ら
給
食
が
供
給
さ
れ

ま
す
。

標
津
小
に
隣
接
し
て
建
設
さ
れ
た
同

セ
ン
タ
ー
は
、

鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト

一

部
鉄
骨
平
屋
建
て
、

建
築
面
積
五

一
五
・

一
平
方
メ
ー
ト
ル
、

内
部
は
二
七
七
・五

平
方
メ
ー
ト
ル
の
厨
房
中
心
で
、

道
内

三
番
目
の
回
転
い
た
め
機
、

釧
根
管
内

で
は
初
導
入
の
お
に
ぎ
り
成
型
機
な
ど

最
新
式
の
給
食
機
器
が
導
入
さ
れ
、

児

童
生
徒
千
食
分
の
対
応
が
可
能
。

機
器
な
ど
も
含
め
た
総
工
事
費
は
三

億
四
千
三
百
十
九
万
三
千
円
、

職
員
は

セ
ン
タ
ー
長

（兼
務
）
、

パ
ー
ト
を
含
め

九
人
体
制
と
な
り
ま
す
。

工
月
四
日
の
落
成
式
で
は
、

関
係
者

が
集
ま
り
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

▲落成式でのテープカット



自分たちのまち
難
継
縮
務
韓
盤
翌
務
韓
韓
報
整
総
盛
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
報
報
線
韓
亜
＝
＝
付
ぷ
＝
単
＝
＝
材
紺
常
＝
＝
総
鞘
神
■
＝
韓

２
回
目
と
な
っ
た
新
企
画

「
″じ

べ
つ
″
つ
て
ど
ん
な
ま
ら
例
」
直
撃

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

海
外
・
国
内
と
様
々
な
研
修
事
業
が
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
で
我
が

町
を
見
つ
め
直
す
機
会
は
あ
る
が
、

逆
に
初
め
て

″し
べ
つ
″
に
住
ん

だ
人
の
目
に
は
、

自
分
た
ち
の
ま
ち
が
ど
う
写
っ
て
い
る
の
か
、

興
味
が

あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
企
画
は
、

こ
う
い
つ
た
方
々
に

″し
べ
つ
〃
の
イ
メ
ー
ジ
や
提

言
な
ど
、

感
じ
た
ま
ま
気
軽
に
答
え
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
も
、

参
考
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
よ
う
か
―
。

打

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

掛

＝

い

韓

軽

韓

壊

器

難

離

部

＝

幣

＝

＝
＝
＝

革̈

輯

韓

器

勢

辞

糾

＝
料

……………………！＝

単

■

＝
“■
＝

＝

▼
今
回
、

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
答
え
て
く
れ
た
の
は
…

「向
平
　
弘
」
さ
ん
と

「本
村
　
由
紀
」
さ
ん
で
す
。

＝

躍

督

Ｒ

韻

襲

普

＝

！
　

郡

”Ｒ

＝

思

将

樹

母

親

器
一憲

秘

秘

＝

＝

畳

対

知づているようで電騨鞍口らない

向 平 弘さん=若車町=

―
―

″
し
べ
つ
″
に
住
む
前

の

″
じ
べ

つ
″
と
は
、

ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
の
ま
ち

で
し
た
か
？

蘭
剛
凶
　
サ
ケ
の
ま
ち
。
ト
ド

ワ
ラ
ゃ
尾

岱
沼

の
え
び
漁
も
し

べ
つ
だ
と
思

っ
て

い
ま
し
た
。

関
倒
田

正
直
な
話
、ど

ん
な
ま
ち
か
、

あ

ま
り
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

中
標
津
に

は
何
度
か
開
陽
台
ま
で
ド
ラ
イ
ブ
に
来

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
…
。

知

っ
て
い
た
こ
と
は
、

サ
ケ
が
獲
れ

る
こ
と
か
な
？
そ
れ
か
ら
、

私
は
釧
路

の
労
災
病
院
に
看
護
婦
と
し
て
働
い
て

い
た
の
で
、

標
津
か
ら
の
患
者
さ
ん
が

多
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。

―
―
実
際

に

″
し
べ
つ
″
に
住
ん
で
み

て
の
印
象

は
？

［団
田
　
雪
も
少
な
く
、

気
候
も
比
較
的

に
暖

か

い
で
す
ね
。

畑

は
平
坦

で
広

大
。

ま
ち
の
人
は
皆
さ
ん
温
か
い
人
た

ち

で
す
。

開
田
幽
　
ま
ず
、
「海
や
空
が
き
れ
い
な

所」だ，マ
いました。風が強
いの

に
び

っ
く
り
。

初
め
の
う
ち
、

風
や
波

の
音
が
気
に
な
り
ま
し
た
。

流
氷
を
見
た
と
き
、

感
激
し
、

部
屋

の
窓
か
ら
ず

っ
と
眺
め
て
い
ま
し
た
。

蘭
冊
凶
　
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
て
、

ポ
ー

川
史
跡
自
然
公
園
や
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク

も
す
ば
ら
し
い
。

人
回
の
割
り
に
は
飲
み
屋
さ
ん
が
多

い
が
、

昨
年
の
不
漁
の
せ
い
か
人
は
出

て
い
な
い
よ
う
で
す
ね
。

け
ん
か
の

一

つ
ぐ
ら
い
起
き
る
よ
う
で
な
い
と
活
気

も
な
い
で
す
ね
。

開
倒
団
　
体
育

。
文
化

・
福
祉
施
設
は
こ

の
ま
ち
の
人
口
規
模
か
ら
も
、

か
な
り

整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
す
。

し
べ
つ
の
町
民
は
気
ど
り
な
く
、

カ

ラ
カ
ラ
し
た
性
格
で
私
は
好
き
で
す
。

―
―
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
ど
う
、

思
い

ま
す
か
？

園
倒
凶
　
昨
年
、

初
め
て
港
ま

つ
り
を
見

に
行
き
ま
し
た
が
、

舟
こ
ぎ
競
争
な
ど

応
援
に
も
力
が
入
り
、

お
も
し
ろ
か

っ
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本 本寸 由 孫己さん=住吉町=

た
で
す
ね
。

そ
の
夜
の
市
街
パ
レ
ー
ド

は
観
客
も
踊
る
人
も
少
な
く
、

さ
び
し

く
感
じ
ま
し
た
。

一
人
で
も
多
く
の
町
民
が
足
を
運
ん

だ
ら
と
思
う
の
で
す
が
…
。
こ
れ
か
ら

は
ア
イ
デ
ア
が
必
要
で
あ
り
、

人
は
お

も
し
ろ
い
も
の
だ

っ
た
ら
、

集
ま
る
の

で
な
い
か
。

同
剛
凶
　
私
は
郵
使
局
と
し
て
、

イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
い
る
が
、

あ
ま
り
盛
り

１！‐
が
ら
な
い
の
が
央
感
で
す
。

そ
れ
な
り
に

一
生
懸
命
や

っ
て
い
る

の
だ
が
、

そ
れ
は
い
つ
も

一
部
の
人
た

ち
だ
け
。

あ
き
あ
じ
ま

つ
り
は
続
け
て
や

っ
て

い
る
こ
と
で
、

い
ろ
い
ろ
な

ｌｒｌ‐
で
十‐‐‐
‐

広

―
―

″
し

べ

つ
″

に
来

て
驚

い
た

こ
と

は
？

岡
田

標
沖
即
使
サ
‐‐
～

に
岩
任
し
て
、

「な

く
浸
透
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
今
、

進
め
て
い
る
マ
リ
ン
プ
ラ
ザ

（標

昨
年
、

雪
不
足
で
中
止
と
な

っ
た
冬
　
　
津
漁
港
海
岸
整
備
事
業
）
で
、

魚
が
逃

ま

つ
り
は
、

せ

っ
か
く
町
内
の
各
団
体
　
　
げ
て
し
ま
わ
な
い
か
と
、

素
人
考
え
で

が
協
力
し
て
や
ろ
う
と
言

っ
て
い
た
の
　
　
少
し
不
安
で
す
。

だ
か
ら
、

雪
が
な
く
て
も
、

ち
ょ
っ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

頭
を
ひ
ね

っ
て
実
施
で
き
な
か

っ
た
も
　
　
―
―

ス
ポ
ー
ツ
に
関
し
て
は
ど
う
で
す

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
？

岡
田

　
施
設
は
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、

利
用
材
は

一
部
の
人
の
よ
う
に
兄
え
ま

す
。

指
導
者
も
少
な
い
の
か
な
？

ん
だ
！
″Ｆ

旋
ピ
ン
ク
の
封
筒
は
？
」
と
、

私
は
初
め
て
官
庁
の
封
筒
で
ピ
ン
ク
を

見
ま
し
た
。

こ
れ
は
役
場
の

一
部
で
使

っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
と
思

っ
た
ら
、

な
ん
と
役
場

全
体
で
使

っ
て
い
た
と
は
…
。

す
ご
い

イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
、

サ
ケ
の
ま
ち
の

ィ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

―
―
漁
家
に
嫁
い
だ
本
村
さ
ん
に
お
聞

き
し
ま
す
が
、
　
″し

べ
つ
″
の
漁
業
に

つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
？

関
倒
凶
　
し
べ
つ
に
住
ん
で
、

ま
だ
十
カ

月
ほ
ど
な
の
で
あ
ま
り
よ
く
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、

昨
年
不
漁
だ

っ
た
の
で
今
年

は
大
丈
夫
か
な
と
思
い
ま
す
。

―

―

″
し

べ

つ
″

に
望

む

こ

と

は

？

蘭
掛
出
　
ま
ず
、

町
内
会
活
動
を
大
切
に

し
て
、

人
と
人
と
の
交
流
を
持

つ
よ
う

に
。

こ
れ
が
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
盛
り
上

が
り
に
も

つ
な
が
る
の
で
な
い
か
。

た
だ
回
覧
板
を
回
し
た
か
ら
、

い
い

ん
じ
ゃ
な
く
て
、

隣
近
所
を
誘

っ
て
く

る
と
か
。

因
団

保
健
・福
祉
に
つ
い
て
言
え
ば
、

高
齢
化
社
会
を
迎
え
老
人
ホ
ー
ム
も
満

宝
に
な
り
、

今
後
を
考
え
る
と
老
人
世

帯
宅
を
伺
い
、

健
康
相
談
や
簡
単
な
処

置
な
ど
を
す
る

「在
宅
看
護
」
が
重
要

と
な

っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
の

時
は
私
も
お
手
伝
い
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

同
掛
凶

新
鮮
な
サ
ケ
や
ホ
タ
テ
が
獲
れ

る

″し
べ
つ
″
と
問

い
て
い
ま
し
た

が
、

食
べ
た
い
と
思

っ
て
も
、
ど
こ
に

行
け
ば
売

っ
て
い
る
の
か
？
初
め
は
中

標
津
に
行

っ
て
買
う
ほ
ど
で
し
た
。

安
と
一
人
―――
梓
な
の
で
、

た
く
さ
ん

買
う
わ
け
で
は
な
い
の
だ
が
…
。

い
ろ
い
ろ
と
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

商
店
も
お
客
さ
ん
側
に
Ｖ

っ
た
Ｉ
大
を

し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



標
津
町
の
健
康
情
報

平
成
五
年
の
出
生
数
は
５９
人
で
過
去

最
低
で
し
た

（グ
ラ
フ
①
参
照
）
。

出
生
数
の
減
少
は
全
国
的
な
傾
向
で

す
が
、

本
町
で
も
同
じ
傾
向
が
う
か
が

え
ま
す
。

本
町
の
疾
病
状
況
を
見
る
た
め
に
国

― 出生数

元
年

国保疾病分類 ②

保
加
入
者
の
疾
病
分
類
を
調
べ
て
み
ま

し
た

（グ
ラ
フ
②
参
照
）
。

各
年
代
に
わ
た

っ
て
歯
科
疾
患
で
通

院
治
療
を
し
て
い
る
人
が
多
く
、

全
道

と
比
べ
て
も
高
い
割
合
に
な

っ
て
い
ま

す
。

次
に
多
い

「高
血
圧
」
の
治
療
者

数
は
、

割
合
的
に
は
全
道
並
み
で
、

本

町
は
女
性
が
多
く
治
療
し
て
い
る
の
が

特
徴
と
な

っ
て
い
ま
す
。

死
亡
に
関
す
る
デ
ー
タ
で
は
、

平
成

５
年
の
死
亡
者
数
は
４７
人
で
あ
り
、

毎

年
男
性
の
死
亡
者
数
が
女
性
の
死
亡
者

数
よ
り
多
い
こ
と
が
特
徴
的
で
す

（グ

ラ
フ
③
参
照
）
。

死
亡
の
第
１
位
は

「が
ん
」
、

第
２
位

「心
臓
病
」
、

第
３
位

「脳
卒
中
」
で
、

一二

大
成
人
病
が
上
位
を
占
め

て
い
ま
す

（グ
ラ
フ
④
参
照
）
。

特
に
死
因
１
位
の

「が
ん
」
に
つ
い

て
は
、

毎
年

「が
ん
検
診
」
を
実
施
し

て
お
り
、

過
去
６
年
間
に
１１
人
の
が
ん

H5年 5月診療分

除を障内

中髄Ｎ唖舶碑舶嚇雌翔

□
圏
□
囲
□
§
剛
困
田
物

の
発
見
を
し
て
、

成
果
を
あ
げ
て
い
ま

す

（グ
ラ
フ
⑤
参
照
）
。

が
ん
を
発
見
で
き
た
１１
人
の
方
は
す

べ
て
早
期
が
ん
で
あ
り
、

早
期
治
療
に

よ
り
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

が
退
か
な
い
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

そ
の
理
由
の

一
つ
に
が
ん

発
見
の
き
め
て
で
あ
る
、

が
ん
検
診
受

診
数
の
伸
び
悩
み
が
あ
り
ま
す
。

が
ん
検
診
受
診
数
の
推
移
を
ご
覧
く

だ
さ
い

（グ
ラ
フ
⑥
参
照
）
。

ど
の
が
ん
検
診
で
も
受
診
数
が
横
ば

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

特
に
女
性
の
が

ん
検
診
受
診
数
が
年
々
減

っ
て
い
る
の

が
わ
か
り
ま
す
。

が
ん
に
な
ら
な
い
生
活
習
慣
を
身
に

つ
け
る
と
同
時
に
、

早
期
発
見
の
重
要

性
に
も
目
を
向
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。健

康
の
保
持
は
他
人
が
し
て
く
れ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
自
分
の
年

間
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
、

各
種
検
診
の
日

程
を
入
れ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

検
診
の
成
果
は
確
か
に
あ
る
の
で
す

が

、
死

均

▼

因

の
第

１

位

か

ら

「
が

ん

」

お課3てデ 亀累晃臭督屍粛緊3とせ捏f畢ことで話坐も言層害蜃喜『
村山拓くんと掲載しましためヽ、

保健指導班のなは

2 - 2 1 3 1 内 線 1 2 9 ・ 1 3 1 ・

1 3 8です

― 全死亡数
▼。男
●■女

標津町死亡推移 ③

れ嚇帥腋務靭報執聯

□
圏
□
囲
□
で
剛
因
田

3 8 2】

3 4 1 0斉
1 0 6 括
6.4斉
4 ` 併
2 1 斉
2 . 1 斉
2 1 斉
2 . 1 】

標津町死亡推移 ④
死亡原因

ガン健診の成果 ⑤

H元 年～H5年

"乳 がん
。V子官がん
。●胃がん
‐・肺がん
字。大層がん

ガン健診の受診数 ⑥
人数



ほみ

川北旭町①門脇性劉さんちの美穂ちゃんぃ,4品0

★生まれたときの身長 ・体重は一―。

身長/49.6cm 体 重/3,37① 9

☆今ではこんなに大きくなりました。

身長/70.Ocm 体 重/8,7k9

□お母さんからひとこと…

「うちの美穂は、お風呂が大好きなんです。お風呂の

電気をつけると、戸をたたいて入ろうとするほど。お

兄ちやんと朝から晩まで家の中を飛び回つて、とても

元気。やさしい女の子に育つてほしいですね。」

５
月
３
５
５
日
に
サ
ケ
の
稚
魚
放
流
式

今
年
も
、
シ
ロ
ザ
ケ
稚
魚
の
放
流
が

体
験
で
き
る

「
さ
け
放
流
式
」
を
行
い

ま
す
。

期
間
は
５
月
３
～
５
日
ま
で
の

３
日
間

で
、

会
場
は
標
津
サ
ー
モ
ン

パ
ー
ク
内
を
流
れ
る
小
川
で
す
。

参
加

料
は
無
料
で
す
。

皆
様
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

放
流
式
の

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
！

内
容
は
５
月
５
日
の
放
流

の
時

の
お

手
伝

い
で
す
。

昼
食
は
サ
ー
モ
ン
科
学

館

で
用
意
し
ま
す
。

詳
し
く
は
容
２
１

１
１
４
１
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

回

鑑
賞
魚
を
舟
奇
し
た
い
の
で
す
が
、

こ
つ
を
教
え
て
？

回

最
近
、

鑑
賞
魚
を
買
う
人
が
増
え

て
い
ま
す
が
、

魚
が
病
気
に
な

っ
た

と
か
、

死
ん
で
し
ま

っ
た
と
か
い
っ

た
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

初
心
者
の
方
は
先
ず
最
初
に
本
を

読
ん
で
勉
強
す
る
か
、

販
売
店
の
人

の
話
を
よ
く
聞
く
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

サ
ー
モ
ン
科
学
館
の
図
苦

コ
ー
ナ
ー
に
も
熱
帯
魚
の
飼
い
方
に

つ
い
て
の
本
が
あ
り
ま
す
の
で
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
で
は
基
本
的
な
こ
と
に
つ
い

て
お
答
え
し
ま
す
。

１
　
水
槽
を
セ
ッ
ト
し
て
か
ら
最
低
１

週
間
以
上
は
魚
を
入
れ
な
い
。

ろ
過
フ
イ
ル
ム
フ
イ
ル
タ
ー
は
水
中

の
ゴ
ミ
を
取
り
除
く
だ
け
で
な
く
バ
ク

テ
リ
ア
に
よ

っ
て
水
中
の
有
■
な
亜
硫

酸
な
ど
を
分
解
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
バ
ク
テ
リ
ア
が
繁
殖
す
る
ま
で
我

慢
し
て
く
だ
さ
い
。

２
　
購
入
し
た
魚
を
水
槽
に
す
ぐ
入
れ

な
い
。

購
入
し
た
魚
を
水
柑
に
入
れ
る
と
き

は
ビ

ニ
ー
ル
袋
の
ま
ま
、
し
ば
ら
く
水

柑
に
浮
か
べ
淋
度
を
合
わ
せ
ま
す
。

そ

の
後
、

水
稗
の
水
を
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
少

し
ず

つ
入
れ
、

水
柑
の
水
に
慨
ら
し
て

か
ら
魚
を
水
柑
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

３
　
定
期
的
な
水
換
え
を
す
る
。

水
榔
内
の
水
を
交
換
し
な
い
で
い
る

と
、

魚
の
排
泄
物
や
餌
の
残
り
な
ど
で
、

汚
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、

水

を
ろ
過
す
る
の
で
す
が
、

特
に
水
柑
を

セ
ッ
ト
し
て
か
ら
１
カ
月
は
、

バ
ク
テ

リ
ア
が
十
分
に
緊
加
し
て
い
な
い
の
で
、

週
に

一
度
３
分
の
１
科
度
の
水
換
え
を

し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
持
さ
ん
か
ら
の

質
問
や
ご
意
児
を
募
失
し
て
い
ま
す
。

ハ
ガ
キ
で
作
所

。
氏
名

・
午
締
を
記
入

の
１１
、

標
沖
サ
ー
モ
ン
科
学
鮒

（標
沖

町
γ
標
沖
１
３
２
６
呑
地
１
）
Ｑ
＆
Ａ

係
ま
で
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

(2月末現在)

2月 の入館者数    1,430人

オープン以来累計  33① ,281人

本 年 度 累 計  1 2 2 , 9 2 7 人

対 前 年 比  9 5 . 7 %

(5,570人 減)

当
館
は
、

４
月
ま
で
水
曜
日
が

休
館
日
と
な

っ
て
い
ま
す
。

（水

曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
が
休

館
）
来
館

の
際
は
お
気
を
つ
け
く

だ
さ
い
。



郵使局で請求の手続きをしてから、1日

～2日 後に郵便で配達されるので、自宅

に居ながら受け取ることができ大変便利

です。お気軽にご利用ください。

※詳 しくは最寄 りの郵便局まで。

冬期間のため閉園となっていました

ポー川史跡自然公園が4月 29日開園しま

す。

当日は、入園無料のほか、たくさんの

としい催 しを用意 しています。ご来園を

ャ 持ちしています。

※お問い合わせは、同公園 (a2-

3674)ま で。

4月 1日から恒例の 「おはようマラソ

ン」が始まりました。

運動不足のお父さん・お母さんも参加

してみませんか。子供から大人までだれ

でも参加できます。

ラジオ体操から始まり、自分の体力、

体調に合わせたランエングコースが選べ

ます。もちろん、ラジオ体操だけの参加

、ど襖迎です。

■時間

午前6時 30分から中央公民館前で行い

ます (日雌 ・雨天時はお休み)。

ら 1 0 日 ( 日)

・第3回教育長杯争奪川北地区ミニバレー

ボール大会 (9時 30分～川北体育館)

ら1 7 日( 日)    .

・第12回根室管内小学生卓球大会 (9時

～総合体育館)

ら24日 (日)

・第 11回鈴木杯争奪バレーボール大会

(9時～総合体育館)

4月 1 1・1 2日 5月 9 , 1 1日

〔9時 30分～10時30分 ・138寺80分

～14時30分/農 改センター〕

■ママスクール

4月 8,15・ 22・ 28日

5月 13・20日

〔13時～15時/農 改センター〕

■糖尿病健康相談 (予約制)

4月 20日  5月 18日

〔10時～16時/役 場相談室、10時～

11時 30分 /川 北公民館 ・10時～11

時30分/薫 別集落センター、13時 30

分～14時/崎 無異、13時 30分 ～15

時/茶 志骨パイロット会館〕

■住民検診 (成人病 ・胃肺がん ・結核

・エキノコックス症)

5月 31日

〔時間は後日、チラシ等でお知らせし

ます。〕

※農改センター…農村環境改善センターの略

く4月 ・5月 分〉

■乳児健診

4月 25日

〔13時～13時 30分/役 場2F集 会室〕

■乳幼児相談

標津 4月 19日 ・5月 17日

〔9時 30分～10時 30分 ・13時 30分

～14時 30分 /農 改センター〕

※午前の部 10・ 13カ月児、午後の

部4・7カ 月児対象

サ|1北 4月 21日 ・5月 19日

〔13時閲分～14時30分/川 北公民

館〕

※4・7・10・13カ月児対象

■離乳食教室

4月 14日

〔13時 30分 ～/農 改センター〕

■ 1歳 6カ 月児健診

4月 26日

〔9時 ～10時/役 場 2F集 会室〕

■歯 ピカ教室

曜 日
一 般 廃 棄 物 収 集 区 域

(祭国は休みです)(有  料 〉

不燃物収集日
〈無  料 )

月・木
新川上町 ・若車町 ・||1上町 ・来町 ・

緑町 ・弥来町 ・曙町

4月 7日 ・4月21日

5月12日  (木 )

火・金
本町・鳩ケ丘町・双葉町・望ケ丘町・

桜木町 ・住吉町 ・東浜町  1

4月 8日 ・4月22日

5月13固  (金 )

水 ・土
||1北・伊茶仁・忠類・浜古多糠・薫
別 ・崎無異 ・古多糠

4月 6日 ・4月20日

5月11日  (水 )

☆ごみは指定された日に指定された場所へきちんと出しましょう。
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平成6イ|=度に課税される固定資産税の

基礎となる 「ドJ定資産税課税台帳」の縦

覧を次の|1税で行います。

E縦 覧期研11

村′成 64114月 1日 ～4月 20[1

■縦覧場所

役場税務課

双葉 。つくし保育囲の保育料が4月か

ら変わります。|工な料金は次のとおりで

す。

1特 '日  冴J 3歳児未満 3.4歳児

町民 税 非 課税
ll!        1静

2,8001]] 1,900 Fl

策得税
3 珊

14,20011J 11,500F】]

り子イ(予税 9万 ～15
万 11! 木  満

26,200「J 22,200「1

※詳 しくは双史保育園 (公2-2404)

または、つくし保育園 (a5-2049)ま

承否。

町では町民の暮らしに関 し、広 く婦人

の意見や要望を聴き、まちづくりに反映

させるため 「第 5次標掛!町くらしのモニ

ター」を募集 します。

■応募資格

・本町に在住する婦人の方

・|‖丁政に理解と関心を持ち、モニターと

して秩梅的に協力する意志のある方

(常助の公務員は除く)

■モニターの仕事

・川r政についての意見や要マ!を随時に文

il十などにより報告する。

1 1

・町が招集する会議に出席 し、直接意見を

述べる。

・町からのアンケー トに対 し、回答を寄

せる。

■委嘱期間

平成6年 5月～平成8年 3月 31日 まで

■モニターの定員

公募、推薦合わせて20人

口応募方法

電話で役場企画振興課 (a内線 110)

まで (募集締切4月 25日 まで)。

町では平成6年度社会福祉基金助成事

業を募集 しています。

この基金は利子を活用 して町内の民間

グループや団体が行う社会福和に活動に助

成金を交付 して活動を助長 し、地域の保

健福祉の向上を目的としています。

社会福祉活動の事業を実施するとき

は、遠慮なく助成金交付中詰書を提出し

てください。中詰書の提出期限は5月 31

日です。なお、提出期限後でも新たに事

業を実施するときは随時受付します。

※詳 しくは役場福祉保健課 (a内 線

137)ま で。

町では町内の中小企業者に対し、事業

経営に必要とする資金の融資を行ってい

ます。

■融 資  額  1,000万 円以内

■対象事業者 次 の一つに該当し、同一

事業を引き続き一年以 卜1経営する業者

(1)中小企業等協同組合法による事業

協同組合及び企業組合。

(2)常時使用する従業員の数が商業に

あっては10人以 ド、!L業にあっては30

人以 下の小規模事業者。

なお、平成6年度よリー部、利子補給

制度を設定 しました。

※詳 しくは役場商工観光課 (a内 線

219)ま で。

町では勤労者の方々に対 し、生活安定

のための資金を貸付 しています。

■対 象  者

町内に2年 以上居住 している方

■貸付限度額          卜 、

50ラ,P」

※詳 しくは役場商工観光課まで。

■運動期間 4月 6日 ～4月 15日

■運動の重点

・子供 (特に新入学(図)児)の 交通事故

防止。

・スピー ドの出し過ぎなど無謀運転の防

1と

・シー トベル ト着用の徹底

―警察 ・役場住民課下

■期  間  4月 20日 ～4月 30日

■統一標語 「防火の輪 つ なげて広げて
“
なくす火事

"」

この時季は空気が乾燥 し、風が吹 くな

ど火災が発生 しやすいため、火の取扱に

は十分注意 してください。

Illl便局では、役場で発行する住民票や

戸結謄本 ・抄本などの書類を郵送する

サービスを行っています。

―標津消防署―



ド
ガ
②
チ
０

「お
父
さ
ん
と

女
の
子
」

本
は
も
う
す
ぐ
で
す
。

ポ
カ
ポ
カ
し

て
黙

っ
て
い
る
と
目
を

つ
ぶ

っ
て
し
ま

い
ま
す
。

こ
の
間
の
お
昼
過
ぎ
の
こ
と
で
す
。

お
店
の
方
も
暇
だ

っ
た
の
で
従
業
員
の

人
逮
は
み
ん
な
帰

っ
て
私
と
主
人
と
二

人
で
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

ち
ょ
う

ど
六
番
テ
ー
ブ
ル
の
お
客
さ
ん
が
帰

っ

た
あ
と
、

私
は
そ
こ
を
か
た
づ
け
て
い

ま
し
た
。

す
る
と
二
人
の
親
子
連
れ
が

手
を

つ
な
い
で
入

っ
て
き

て
、

四
番

テ
ー
ブ
ル
に
座
り
ま
し
た
。

女
の
子
の

方
は
ち
ょ
っ
と
下
向
き
か
げ
ん
で
あ
ま

り
顔
が
よ
く
見
え
ま
せ
ん
。

水
と
お
し

ぼ
り
を
出
し
て
注
文
が
決
ま
る
ま
で
そ

こ
で

「待
と
う
か
」
と
思
い
ま
し
た
が
、

せ
か
す

の
も
悪

い
よ
う
な
気
が
し
て

「ご
注
文
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
呼
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
声
を
か
け
て
途
中
に
し
て

い
た
六
番
テ
ー
ブ
ル
ヘ
食
器
を
下
げ
に

行
き
ま
し
た
。

六
番
テ
ー
ブ
ル
と
四
番
テ
ー
ブ
ル
は
、

ち
ょ
う
ど
反
対
側
に
あ

っ
て
背
中
を
向

け
て
か
た
づ
け
て
い
ま
し
た
。

普
通
な

ら

「す
み
ま
せ
ん
」
の
声
で
簡
単
に
振

り
向
く
の
に
こ
の
親
子
連
れ
の
お
父
さ

ん
は
声
が
出
な
か

っ
た
の
で
す
。

「ぜ
い

ぜ
い
」
と
風
邪
を
ひ
い
た
時
の
よ
う
な

せ
き
を
し
て
い
る
よ
う
な
…
。

後
ろ
を

振
り
返
る
と
精

一
杯
大
き
な
声
で
後
ろ

向
き
に
な

っ
て
い
る
私
を
呼
ん
で
い
ま

し
た
。

中
し
訳
な
い
気
持
ち
に
な
り
ず

っ
と

そ
こ
で
待

っ
て
い
れ
ば
よ
か

っ
た
と
後

υヽ

悔
し
、

そ
ば
に
寄
る
と
メ
ニ
ュ
ー
の
中

か
ら
自
分
の
注
文
を
指
で
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。

か
す
れ
た
声
で
女
の
子
の
方
は
お
父

さ
ん
の
方
を
向
か
な
い
で
依
然
と
下
向

き
か
げ
ん
で
顔
が
よ
く
見
え
ま
せ
ん
。

で
も
、

か
わ
い
い
声
で

「チ
ャ
ー
ハ
ン
」

ヽ
と
言

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

女
の
子
は
目

が
見
え
な
い
の
で
す
。

作

っ
て
い
る
間
、

女
の
子
と
お
父
さ
ん
は
よ
く
お
話
を
し

て
い
る
み
た
い
で
か
わ
い
い
女
の
子
の

お
し
ゃ
べ
り
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

食
事
を
し
て
帰
る
時
お
父
さ
ん
は
ニ

コ
ニ
コ
し
て
女
の
子
は
、

コ
こ
ち
そ
う
さ

ま
」
と
言

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て

二
人
は
ま
た
手
を

つ
な
い
で
帰

っ
た
の

で
す
。

普
通
の
生
活
を
し
て
い
る
私
よ
り
二

倍
も
三
倍
も
精
神
的
な
苦
労
が
あ
る
の

だ
ろ
う
と
思
う
の
に
、

顔
は
ど
ち
ら
も

明
る
い
し
、

パ
ッ
と
み
て
も
そ
ん
な
苦

労
は
感
じ
な
い
。

五
体
満
足
な
私
達
の

方
が
案
外
人
生
真

っ
暗
な
顔
し
て
暮
ら

し
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

考
え
方
次
第
で
幸
せ
に
も
な
れ
る
し
、

不
幸
の
ど
ん
底
に
も
な
れ
ま
す
。

頭
の

中
を
い
つ
も
切
り
替
え
て

「幸
せ
に
な

うヽ
な
き
ゃ
ソ
ン
ソ
ン
ー
笑
う
門
に
は
福

来
る
」
で
す
。

＊
次
の

「
ま
ち
の
声
は
石
橋
さ
ん
が
選

ん
だ
川
北
共
来
町
の
笹
木
美
代
子
さ

ん
で
す
。

寄付補経騨靴崎た

●
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
―
―
翌
友
標

津
支
所
・標
津
町
消
費
者
協
議
会

（活

動
資
金
）
、

五
十
嵐
英
男
さ
ん

（香
典

返
し
を
や
め
て
）

０
中
央
公
民
館
図
書
室
に
―
―
森
直
哉

さ
ん

（図
書
）

●
は
ま
な
す
苑
に
―
―
川
北
交
友
会
・束

浜
町
内
会
婦
人
部

（タ
オ
ル
）

石 橋 貞 子さん
(栄  町 )

=ご 主人と食堂を経営=

お誕生おめでとう
観岱D困

今月から広報のサイズをB5

からA4に 変えました。ちょう

ど一回り大きなサイズ。内容

もこれに見合うようにがんば

ります。

》実際に広報紙は多くの町民

みなさんに読まれているのか?

「記事がマンネリ化している」、

「こんなお、うにしたら?」など、

いろいろとご意見があると思

います。どんなことでも結構

ですから、ご意見お待ちしてい

ます。

レさて、最後の追い込みだ。気

合いを入れて、もうひと踏ん張

り!孤独に耐えます……私。

(ひ )

おくやみ申し上げます

お な ま え 住  所 保 護 者

家政 愛 佳ちやん 曙  町 家政 徳 彦

河島 腸 1美ちやん 】し ||| 】し 河島 修
―

林  友 美ちやん 南 川 北 林  正 男

西山 知 良くん 新川上町 西山 勝 己

吉日 IFA基くん 3 か栄 町 百日 手 広

江刺家 舞 ちやん 双 葉 町 江刺家幸夫

小松  駿 くん 新川上町 小松 浩 二

氏 名 住  所 年   齢

尾 山 京 子 曙  町 42歳

黒 岩 義 尋 桜 木 町 65歳

亀 日 武 彦 桜ケ丘町 60歳

組 X日 寅  雄 伊 茶 仁 67歳

布  袋   弘 忠  類 83歳

町内の交通事故

3月
()は 累計

人身事故 0件 (0件)

負 傷 者 0人 (10人)

死 亡 者 0人 (2人)

物損事故 6件 (43件)

死亡事故ゼロの日

3 3 日 O 力城つ

人口のうごき
(平成6年3月1日現在)

( )は累計

世帯数 2,277世帯(+1)

人 □ 6,827人 (+3)

男  3,309人  (±0)

女  3,518人  (+3)

轄
鞘
鑑
鞘
期
翻
鞘
珊
鞘
隅


